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願いと祈りと執り成し

と感謝とをすべての人々

のためにささげなさい。

テモテ 2章1節

振り返りと前進を

校長 石村直義

2025年も半年が過ぎ、折り返しの7月です。

新年を迎えてたてた皆さんの目標の進捗はいかがでしょうか。半年の努力の積み重ねによって、少しず

つでも成果が実感できていれば素晴らしいですね。その喜びをまた力にして、次のステップに踏み出しま

しょう。目標に向かっての歩みがなかなかできていないと省みるようであれば、思い切って新しい目標を

たてるのも一つの方法です。まだ半年の時間が残されていますから、これからできることがたくさんあり

ます。

高総体、中総体では、はつらつとしたプレイが各所で繰り広げられました。多くの感動をいただきまし

た。活躍に心からの拍手を送ります。応援も大きな力になったことでしょう。「わたし、輝く。ともに、

輝く。」が実践されたことを喜び、感謝します。新チームでの活動が始まっている部もあるでしょう。先

輩たちの思いを継いで、次の目標に向かいましょう。

期末考査を終え、一学期の締めくくりの時期になりました。中学一年生、高校Ⅰ年生の皆さんは、学習

を進めるリズム、普段の授業や小テスト・課題に向き合う姿勢は確立できてきたでしょうか。自分の学び

を振り返り、順調に成果が出せたことは継続、不足していた事柄には、どうしたら可能になるか、小さく

ても前進できることを探して取り組みましょう。

自分の進路を真剣に考え、一つの決断をしようとしている皆さん、どうか自身の適性や可能性をしっか

り見つめて、よい選択をしてください。大事な決断ではありますが、まだまだ最終ゴールではなく、次の

ステージをどう描くかです。今、充分に納得できる道を見つけてください。私にも、今振り返って、いく

つかの選択の機会、分かれ道があったことを思い起こします。その時々には希望や喜びばかりでなく、困

惑もありましたが、それらを含めたすべてが今の自分に繋がっていることを考えると、必ず何らかの役に

立っているわけです。「～たら、」「～れば、」という違う選択を過去に想定しても、決して今が豊かに

はなりません。これからの自分と周りの人のしあわせのために、何をしようか、何を目指そうか、前向き

な望みを持ちましょう。

梅雨が明けて気温も上昇、熱中症警戒の呼びかけをよく耳にするようになりました。体調管理に気を配

り、感染症予防にも心がけましょう。夏の青空のように、心身を澄ませて過ごしましょう。
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高総体と中総体─各部の結果─
【高総体】

☆新体操

[団体]準優勝 インターハイ出場

遠藤、久米、平井、日髙、山田

[個人]準優勝 久米つづり 九州大会出場

４位 平井彩摘

☆弓道

[団体] 第３位

田邉、川田、土肥、山中、中山

[個人]４位 川田心晴

九州総体沖縄大会進出 ５位入賞

☆バレーボール ベスト１６

１回線 対 上対馬 ２－０

2回戦 対 壱岐 ２－０

3回戦 対 清峰 ０－２

☆バドミントン

[団体] ベスト８

１回戦 シード

２回戦 対 西陵 ３-０

３回戦 対 宇久 ３-０

準々決勝 対 向陽 ０-３

[個人ダブルス]

ベスト32：生田・村上

[個人シングルス]

ベスト32：脇野結

ベスト32：横山紗英子

☆卓球

[団体]

1回戦 対 清峰 ２ー３

[個人シングルス]

ベスト１６：村瀬唯菜

ベスト６４：中村皆実

ベスト６４：栁原優理

[個人ダブルス]

ベスト１６：村瀬・片渕

☆バスケットボール ベスト１６

２回戦 対 諫早 ６８-６６

３回戦 対 島原中央 ３５-１２９

☆サッカー

1回戦 対 聖和 1-１ PK（6－7）

【市中総体】

☆新体操部

[団体] 優勝 （６年連続）

大石、谷口、井上、北原、佐々木

[個人戦] 優勝 北原聖妃

２位 大石仁菜

３位 谷口玲奈

５位 佐々木ひなの

６位 井上楓

＊新体操部は団体と個人６名が、7月2７日（日）

の県中総体に出場予定

５月３０日（金）高総体開会式、５月３１日（土）～高総体が開催されました。今年度の開会式は佐世

保市体育文化館で開催され、本校からはバレーボール部が参加しました。高総体には、バスケットボール

部、サッカー部、弓道部、バレーボール部、バドミントン部、卓球部、新体操部が出場しました。６月７

日（土）、８日（日）には長崎市中総体が開催されました。本校からは新体操部が出場しました。新体操

競技は８日長崎市民体育館で開催され、新体操部以外の生徒全員で応援をしました。一般応援生徒の皆さ

んの大きな声援、選手の皆さんの活躍、また多方面で支えてくださった方々、ありがとうございました。

選手のみなさん、お疲れ様でした！ （喜明愛土）



風は思いのままに吹く。あなたはその音を聞いても、それが
どこから来て、どこへ行くかを知らない。霊から生まれた者
も皆そのとおりである。 ヨハネ３章８節

聖書はギリシャ語で書かれました。ギリシャ語で「風」という言葉は２つあり、「アネモス」と「プネ

ウマ」です。「アネモス」は天気予報などで出てくる空気の流れで、「プネウマ」は大いなる者の息を意

味します。この聖書の箇所での「霊」は「プネウマ」で、新約聖書では「聖霊」を表現します。キリスト

教では父なる神・子なるイエス・聖霊なる神が一つであるという三位一体の教理があります。難しいです

ね！現在、私たちに働きかけているのは聖霊なる神様です。聖霊なる神様は父なる神であり、子なるイエ

スなのです。「風は思いのままに吹く」。神さまは私たちに思いのままに働きます。私たちに風が吹いて

くれば髪の毛が乱れたり、物が飛んだりして変化が起きます。聖霊がわたしたちに働きかけるとき、必ず

変化があります。その変化を見つけていきましょう。 （北見さとみ）

今月の聖句

高II探究

５月２０日火曜日、探究の時間を使って原爆資料館の見学に行っ

てきました。平和教育は長崎では小学校、中学校と続けてきていま

す。活水高校も平和について、教科として勉強しています。長崎の

学校では、小中学校時に資料館で原爆の資料を見ることは日常的な

ことになっています。しかし、高校生になって資料館に行くと今ま

でとは違って写真よりも文章を見て、考えることが多くありました。

特に一緒にエスコートをされた草野十四朗先生に質問したり、また、被爆者のビデオを見て、被爆の実相を

感じたり、平和について深く学ぶことができました。視覚からくる感情的な平和の大切さと、文献から考え

る論理的な平和の大切さを両方経験したと思います。平日にも関わらず全国からくる修学旅行生、海外から

の旅行者の多さに驚きが隠せませんでした。全人類が平和を渇望している実態を体験しました。

（波多野愼二）

キリスト教講演会～生徒感想編～

５月21日(水)にキリスト教教育の一つであるキリスト教講演会がありました。講師として日本基督教団

体大村教会の稲葉義也先生を招いて、「神様の愛は弱いところに働く」という主題で行われました。以下は、

ⅢA英 土井口清葉さんの感想文です。 （北見さとみ）

私も人との出会いは偶然ではなく必然であると考えています。今まで私に関わってくれた誰一人が欠けて

も今の私は存在しないからです。中学生の頃からそう考えていましたが、果たして私は周りの人を大切にで

きただろうか。今日の講演で私と相手との関わりを見直す良い機会となりました。同時にこれまでの私を認

めてあげても良いのだという気づきを得ることもできました。時間は有限である！限られた時間の中で精一

杯悩み、もがき、行きついた先にきっと私が描く未来があると信じていきたいです。うまく生きることがで

きなくても長い人生のほんの一日を一生懸命に生きることができた自分に小さなご褒美をあげたい。恐れず、

毎日を積み重ねて未来につながることを信じて、全力で毎日を取り組んでいきたいです。今、自分が与えら

れていることに感謝して、いつか私が与えることができる存在になれるように努力していきたいと思います。

このことを教えられた講演会でした。

ペンテコステ

今年６月８日（日）はペンテコステでした。ペンテコステは、神様が霊において世界においでになった

ことを記念し祝う日です。新約聖書使徒言行録２章１～４節は、聖霊が降ったことを伝えています。「風

が吹いてきて、炎のような舌が現れた。そして、神様の霊に満たされた人々、イエス様の弟子たちは、

“霊”が語らせるままに、ほかの国々の言葉で話しだした」。聖霊は世界のことばを一つにし、それを通

して、世界の人々が一つであることを悟らせるのです。これが神様の愛です。私たちが聖霊の神様の導き

と支えによって「一つであること」を感謝し、互いの存在を大切にしながら過ごしましょう。

（崔炳一）

Kwassuiジュニアブラス始まりました

6月7日（土）Kwassuiジュニアブラス第一回目を行いました。

去年来てくれた児童達も居て、新しく参加してくれたみんなとすぐ仲良く

なっていました。

第一回目は楽器決めを行いました。この楽器を絶対にやりたい！と言う児

童や全ての楽器を吹いてみたい！など大変賑わいました。

約1時間半高校生のお姉さんと練習をしキラキラした笑顔で音を吹いてい

ました。

現在、31名参加をしてくれています。まだまだ募集中です。12月27日の

定期演奏会に向け楽しく練習をしていきたいと思っています。

（杉町たまみ）

大会成績等
〈バレーボール〉

長崎県ビーチバレーボールジュニア選手権大会

優勝 尾崎・吉田ペア

長崎県ビーチバレーボール選手権大会

3位 尾崎・吉田ペア

〈中高吹奏楽部〉

全九州カラーガード・パーカッションコンテスト

カラーガードソロ部門高等学校の部

銀賞 泉杏奈

パーカッションソロ部門高等学校の部

金賞・審査員特別賞 武富梓咲

金賞 添田麻央

金賞・審査員特別賞 宅島浬子

カラーガードフェスティバル部門高等学校の部

優秀賞

パーカッションフェスティバル部門高等学校の部

優秀賞

〈弓道部〉

全九州高等学校弓道競技大会

女子個人 第五位 川田心晴

〈平和学習部〉

韓国派遣高校生平和大使 任命 島田朱莉

〈高校放送部〉

NHK杯全国高校放送コンテスト長崎県大会

朗読部門 優秀賞 坂井 みき

〈個人〉

Critical Issues Forum Spring Conference

最優秀賞 元川真理子

（岩永崇史）


